
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 

  

  

 

 

平成２８年２月２１日（日）、冬の自然観察会に２６名が参加して津別町

上里で実施しました。    

前夜から雪が降り続いたため、当日、参加を断念された方もいましたが、

雪の中、集まってくれた方々と何とか実施することができました。 

「ランプの宿 森つべつ」で開会式と班分けを行った後、ボランティアガ

イドの案内で通称「ノンノの森」をスノーシューを履いて新雪の上を散策し

ました。 

散策終了後は、森つべつで昼食をとり、温泉につかって冷えた身体を暖め

ました。 
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                       渋谷 朝美  
 

昨晩からの雪でヒョッとしたら中止になるかもしれないと心配しました

が、２１日の朝 AM７：３０電話なし、雪の中を森林ふれあいセンターまで

歩いて行きました。 

予定通りの出発、降りたての

フワフワ雪の上を、初めてのス

ノーシューを履いて歩くのは、

とても愉快でした。 

ファ、サック、ファ、サック

のリズムがいいですね。 

トド松とエゾ松の見わけ方、

葉の違いなど教えていただきま

した。 

コルクになる木の話、立枯れた木を住みかにして新しい木が育つ自然のア

ートもとても神秘的でした。 

個人では、なかなか行ける場所ではないのでとてもいいチャンスをあたえ

て下さったことに感謝します。 

ありがとうございました。 

ぜひ、花の咲く季節も行って見たいです。 

 
 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 
                             菊地 名美子 
 

 申し込みしてからとても楽しみにしていました。当日天気が荒れて除雪し

て出発。 

バスで津別町ノンノの森へ行き、初めてスノーシューを履いて歩きました

が、想像以上に歩きづらく、柔らかい雪の上をアップアップしながらついて

行きました。 

周りの方が、「もっと足に力を入れて」とか「足だけでなくストックも使

って」とアドバイスをもらい、丘みたいな場所も、“ヨッコラショ”と心で

思いながらでした。 

寒さで木が裂けた跡、倒木を養

分としてその上に新しい木々が

育つ“倒木更新”の生命の木等、

森の中の様子を寒い中皆さんと

体験して、とてもいい時間でした。 

森林ボランティア「オホーツク

の会」に入会してみようかなぁと

思った一日でした。 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

                                          



 
                         

 

   

      
  

尾村 教子 

 

新雪が積もり、なお、降り続く雪の中で素晴らしい時を過ごせたことを嬉

しく思います。 

凍裂や北の大地の闇を裂く  

この句は新春俳句大会で私が一番好きな句として選んだもので見事（地）

二位に入賞しました。 

散策の時凍裂を抱えた松の木が幾本も立ち並び数メートルにも及ぶ損復

を樹脂を流し必死で生きている姿に感動せずにいられませんでした。 

ガイドして下さった方によると明け方凍裂の音を聞いたことがあるとの

ことで羨ましくなりました。 

その他、北辛夷
き た こ ぶ し

の枝の芳香体験、朽ちたイチイを植木鉢のようにしてち

ゃっかり若木を育てる 糊
の り

空木
う つ ぎ

、木の幹に耳をつけて虫の音を聞く 啄木鳥
き つ つ き

など面白いことが沢山でした。 

自然界における動植物の力を見すえ、いつまでも残って欲しいものだと思

いました。 

最後に私の一句   深雪
み ゆ き

漕
こ

ぐ命の 証
あかし

獣
けもの

跡
あ と

 

                             

 
※ 地＝俳句の賞の一つで天賞・地賞・人賞などがある 

 
 
 

 
 



 
 

 
 

 

生生生態態態系系系ののの多多多様様様さささ、、、奥奥奥深深深さささををを実実実感感感 
 

鈴木  勉 

 

雪原の森林を童心に返って散策した。アイゼン付きかんじきと伸縮ストッ

クを使う歩行は、不慣れな女性軍は悪戦苦闘気味であったが、私には、楽で、

道具の進歩は有り難かった。 

ガイドの方からエゾマツとトドマツの違い、クマゲラによる大木の穴開け、

コブシの名前の由来等の説明を受け、凍裂木を初めて観察した。 

冬期の森林に生態系の多様さ、奥深さを実感できたことは、存外の喜びで

ある。 

関係各位のご尽力に厚くお礼を申し上げます。 

 

 

                           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

 

 

 

 

 

 

平成２８年３月

２７日（日）、第８

回森林ボランティ

ア「オホーツクの

会」総会が常呂川

森林ふれあい推進

センター２階会議

室において開催さ

れ２２名の会員が

出席しました。 

 冒頭、会長から 

「当会は平成２０

年３月に発足し、

森を知ること、森

つくり、仲間の輪

を広めることで８

年が経過しました。イベントにおいては、毎年夏冬行われ、若い人も仲間に

呼びかけるなど活動を進めてきました。また私たちは森での体験を通して

色々な知識を学んできました。 

 当会の運営は、皆さんからの会費と助成金で賄われています。総会では皆

さんからの活発な意見交換を頂き、より有効な活動が進められることを念願

します。」の挨拶がありました。 

 

また、来賓挨拶として常呂川森林ふれあい

推進センター白藤所長より自然再生事業始

め、当会からの協力に対する謝意のお言葉と

「ふれあいの森」協定についての説明を頂き

ました。 

 

 

 

 

 



 

 
 

 

 

 

活動方針では 

 

・ 改めて森林の

大切さ森づく

りについて、

広く一般市民

へ働きかけ理

解を頂き、共

に活動を進め

る仲間の輪を

広めることが

強調されまし

た。 

・具体的な取組みとして、古の森での標識類整備が加わりました。 

総会は活発な意見交換のもと活動報告、活動計画など全会一致で承認され

ました。 

 

―――   主主主ななな質質質疑疑疑内内内容容容   ――― 

・旅費支給規程改正 

・会費未納者への対応 

・「ふれあいの森」協定 

・活動のマンネリ化解消 

・次年度は会の結成１０周年  などです。 

 

 

ふれあいの森とは、直接森林とふれあいたいというボランティア団体など

と森林管理署長が協定を結び、森林づくり活動や森林と親しむ活動などのフ

ィールドとして国有林を提供する制度です。 

植栽、下草刈り、つる切などの森林作業はもちろん、森林浴や自然観察会

など森林とふれあう活動ができます。 

今回結ぶ内容は、展望台周辺での活動を予定しており、具体的に決まれば

お知らせします。 

 



 
 

 

 

 

 

 

花と緑の園芸祭（5/13～15、20～22 日）に合わせたパネル展等 
日時   パネル展：  平成２８年５月１１日（水）～５月１８日（水）  

クラフト作成： ５月１４日（土）～５月１５日（日） 
場所        緑のセンター（５月１１日 AM ９：３０からパネル搬入） 
内容   ふれセンおよびオホーツクの会活動等のパネル展示、入会勧誘等 

（参加できる方は、４月２７日まで事務局に連絡ください） 

 
オホーツクの会第１回自主活動 

日時        平成２８年５月２９日（日）  集合時間 ９時００分 

集合場所   オホーツクの森「森の家」 

内容    森の家周辺草刈、散策路整備他 

（参加できる方は５月２３日まで事務局に連絡ください） 
  

 オホーツクの 味
み

力
りょく

探し 
日時        平成２８年６月５日（日）  

集合場所    ９時００分 常呂川森林ふれあい推進センター前からバスが出ます。 

内容    オホーツクの森の魅力探しの一環として、山菜アドバイザーが同行して野草を

採取し、調理してその味力を感じる 

（参加できる方は５月３０日まで常呂川森林ふれあい推進センターに申し込みください） 

※詳細はふれセンＨＰ又は、電話で問合せを！ 

 
第 13 回オホーツクの森 ボランティア育樹 

日時        平成２８年６月１５日（水） 
集合場所   常呂川森林ふれあい推進センター前からバスが出ます。 

集合時間   現在未定    

場所      オホーツクの森 
内容    小学生のアカエゾマツ枝打の指導、森林散策など 

（参加できる方は、６月６日まで事務局に連絡ください） 

 

 



 
 

オホーツクの会第２回自主活動 
日時        平成２８年６月１９日（日） 

集合時間   ９時００分 オホーツク「森の家」 
内容    森の家周辺草刈、散策路整備他 

（参加できる方は６月１３日まで事務局に連絡ください） 
 

オホーツクの森林づくり 
日時        平成２８年６月２６日（日） 

集合時間   ９時００分 常呂川森林ふれあい推進センター前からバスが出ます。 
場所        オホーツクの森 
内容    森林再生を目指して植栽木の保育作業（シカ防護柵の修理など） 

（参加できる方は６月２０日まで事務局に連絡ください） 
 

「針広混交林」を歩こう（森林づくり塾） 
日時        平成２８年７月１０日（日） 

集合時間   ９時００分 常呂川森林ふれあい推進センター前からバスが出ます。 
場所        オホーツクの森 

内容      針広混交林とはどのような森なのか散策しながら考え、森づくりに生かす 

（参加できる方は７月４日まで常呂川森林ふれあい推進センターに申し込みください）     

 
こども探検隊 

日 時    平成２８年７月２３日（土）   

集合時間  ９時００分 常呂川森林ふれあい推進センター前からバス 

場 所    森の家周辺 

内 容   アイスブレイク、カモフラージュ、散策、ビンゴ、ブランコ、ターザンロープ、網登り、

川遊び、鋸体験、クラフト作り他 

（協力いただける方は７月１９日までに事務局に連絡下さい） 

 

生田原教育センター森林教室実施協力 
日時        平成２８年７月下旬 10:00～14:00（予定） 
集合場所   オホーツク「森の家」   ９：３０集合         
内容      未定 

 

※ 申し込みの際は、別紙申し込み用紙を活用下さい 

 

 

 



 

 
 
 

 

 

「芽吹きのエネルギー」 
 落葉する前に葉から回収した炭素や窒素をタンパク質（樹皮貯蔵タンパク質）に変換し、内

樹皮に貯え、春に芽吹く葉や花をつくるエネルギー源として利用します。 

（但し、マメ科やハンノキ属の樹木では、落葉前にほとんど窒素を回収せず、青々とした葉を落

として土の肥料となる） 

 

 

   

会会会費費費納納納入入入のののおおお願願願いいい   
 

ご承知のとおり当会は皆様からの会費を基に活動を進めており、滞納者が

増えると運営に支障を来すことが避けられません。 

年会費を滞納し続けた場合は、継続の意思がなく退会と判断せざるを得ま

せん。 

今年度中に滞納分を納入していただければ継続とさせていただきますの

でよろしくお願いします。 

 

―――   納納納入入入方方方法法法   ―――   

・総会で納入 次期 29 年 3 月予定 

・常呂川森林ふれあい推進センター内の事務局に納入（月曜～金曜（祝祭日

は除く）８：３０～１６：４５） 

・参加するイベント時に納入（会報等でご確認ください） 

・会の郵便局口座に振り込む（手数料がかかります） 

振込先口座  19960-8073231  

森林ボランティア「オホーツクの会」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


